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積算 
（手動で作成） 

 

手動で工事を作成する 

設計書（電子ファイル）が画像データ等で取込が出来ない、紙の設計

書しかない等の理由で、工事を手動で作成する方法をご説明します。 

 

※画像はGaia10のものですが、Gaia11も同じ手順になります。 

 

1．Gaiaシステムを起動する  

 

WindowsのデスクトップにあるGaiaのアイコンをダブルクリックします。 

 

２．「工事」を作成する         

 

「工事名表」画面にて、ツールバーの     

をクリックします。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

３．工事名を入力する          

 

「工事作成」画面が表示されます。 

 

画面左側のステップに従って工事を作成し 

ます。 
 

 

まずは「工事名」を入力します。 

 

  

 

入力が終わりましたら、[次へ]をクリック 

します。 

 

 

     をクリックすると、工事 

フォルダを作成できます。 

 

「工事名」画面です 
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４．発注者・年度・地区を選択する  

 

【発注者】･【歩掛区分】 

【単価適用日】・【単価地区】を 

選択し、「次へ」をクリックします。 

 

単価地区が未設定になっている場合は、 

 

 

 

をクリックして、 

使用する地区を選択します。 

終わりましたら、[次へ]を 

クリックします。 

 
 

 

 

５．工事情報を入力する     

 

必要に応じて工事情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力が終わりましたら、［次へ］を 

クリックします。 

 

 

６．各種補正を入力する     

 

各種補正を入力します。 

必要に応じて補正率などを入力します。 

 

 

 

 

 

 

入力が終わりましたら、［次へ］を 

クリックします。 

「発注者・年度・地区」画面です 

「工事情報」画面です 

「各種補正」画面です
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７．内容を確認する       

 

ここまでに入力した内容が表示され 

ます。 

 

 

表示された内容を確認し、よろしければ 

［工事作成］をクリックします。 

 

 

 

内容を修正したい場合は、［戻る］を 

クリックします。 

 

 

 

「工事内容の確認」画面です
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積算 
 

集計行を作成する 

「本工事費内訳書」画面に本工事費、工事費等の名称を記入し、 

集計の対象となる範囲を自動集計する費目行・工種行・種別行を作成

します。 

 

練 習 

１．「集計行」を作成する     

 

「本工事費内訳書」画面が 

表示されましたら、ツールバーの    を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

「本工事費内訳書」に「費目行」 

が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

２．「費目行」に直接名称を入力する  

 

作成した費目行の「名称」欄を 

クリックし、「本工事費」と入力 

して下さい。 

 

［Enter］キーを押して確定します。 

 

 

 

 

３．「工種行」を作成する      

 

ツールバーの    をクリック 

します。 

 

 

 

「工種行」が作成されます。 

 

 



 

 5 

４．「工種行」に直接名称を入力する  

 

作成した工種行の「名称」欄をダブル 

クリックし、「土工」と入力してくだ 

さい。 

 

［Enter］キーを押して確定します。 

 

 

2 行目に「土工」の行が表示されます。 

 

５．「種別行」を作成する       

 

ツールバーの    をクリック  

します。 

 

 

 

 

「本工事費内訳書」に「種別行」 

が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

６．「種別行」に直接名称を入力する  

 

作成した費目行の「名称」欄を 

ダブルクリックし、  

「掘削工」と入力して下さい。 

 

 

 

［Enter］キーを押して確定します。 

 

 

3 行目に「掘削工」の行が表示されます。 

 

 

 

 
をダブルクリックすると、  になります。 

費目行→工種行→種別行の順番で集計行が作成されます。 

をクリックすると、一つ上の階層に変更できます。 

をクリックすると、下階層の行を作成することができます。 
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積算 「土工」第 1号明細代価表を作成する 

設計書様式の単位である明細書、代価表、労務費、材料費、 

機械損料等といった各種の要素を積上げ集計する表の作成を 

行います。 

 

ここでは練習工事に「土工事」という明細代価表を作成します。 

 

練 習 

１．「明細代価表」を作成する   

 

「本工事費内訳書」が表示されていることを確認し、ツールバーの   をクリックします。 

 

画面に「明細代価表」が一行追加されます。 

名称欄のカーソルが点滅し、文字入力ができる状態になります。 

 

「土工」と入力し［Enter］キーを押して確定します。 

 

  

 

 

 

4 行 目 の を 

 

ダブルクリックすると 

「当り数量の入力」画面が 

表示されますので、入力します。 

 

 

「第1号明細書」画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

２．［積算］をクリックする   

  

「第1号明細書」画面にて、 

 

ツールバーの をクリックします。 

 

「工種」画面が表示されます。 

 

①  

②「土工」と入力し［Enter］キー 

③ダブルクリック 
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２．工種を選択する    

 

「掘削」を自動積算します。 

  

 

 画面左側のツリーより 

一般土木 

－土木工事標準積算基準書 

－土工 

－土工【施工パッケージ】 

－掘削 

をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

３．「掘削」の自動積算を実行する 

 

「工種」画面右側の「名称」欄にて 

「新規」をダブルクリックします。 

 

 
 

自動積算が開始されます。 

 

 

４．積算条件を選択する      

 

 

積算条件の選択を行い[確定]をクリック 

します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ダブルクリック 
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５．代価表を作成する      

 

画面上側に「選択内容」が表示されます。 

  

この条件を用いて代価表を作成します。 

 

選択内容を確認し、選択した条件が 

正しければ、「質問内容」最下行の 

「確定」または、画面上部の 

をクリックします。 

 

 

代価表が作成されます。 

 

 

６．数量を入力する      

 

「第1号明細書」画面に戻り、 

「数量」欄にカーソルが移動します。 

 

 

キーボードから「1570」と 

入力します。 

数量（1570）×単価の値が 

「金額」欄に自動集計されます。 

 

 

 

７．「土砂等運搬」の自動積算  

 

「工種」画面では左側に表示されている 

ツリーの 

「土工」 

－｢土砂等運搬｣ 

をクリックします。 

 

「工種」画面右側の「名称」欄にて 

「新規」をダブルクリックします。 

 

自動積算が開始されます。 

 

 

 

 

ダブルクリック 
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８．積込機種の選択      

 

積算条件の選択を行い[確定]を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．代価表を確定する     

 

画面左側に「選択内容」が表示されます。 

この条件を用いて代価表を作成します。 

 

選択内容を確認し、選択した条件が 

正しければ、「質問内容」最下行の 

「確定」または、画面上部の

 をクリックします。 

 

 

 

１０．数量を入力する     

 

「本工事費内訳書」画面に戻り、「数量」欄にカーソルが移動します。 

キーボードから「100」と入力します。 

数量(100)×単価の値が「金額」欄に自動集計されます。 

 

「土砂等運搬」の代価表作成はこれで完了しました。 
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積算 
行（表）を複写する 

行（表）を複写する手順をご説明します。 

 

ここでは、当工事で作成した「土砂等運搬」の代価表を 

複写してみましょう。 

 

１．複写したい行を選択する   

 

複写したい行の「No」欄をクリックし、 

選択します。  

 

選択した行が反転表示されます。 

 

ここでは 2 行目の「No」欄をクリックします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

２．行を複写する       

 

右クリック－［コピー］ 

をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

３．貼り付ける        

 

右クリック－［貼り付け］ 

をクリックします。 

表の中にコピーされます。 

 

貼り付けた「土砂等運搬」の行の「摘要」欄は、 

青い文字で号番号が表示されています。 

 

これは同じ表が、この工事内に複数あることを 

示しています。 

 

複数行を一度に選択する場合は、 

選択したい行の「No」欄を複数 

クリックします。 

再度、「No」欄をクリックすると、 

選択を解除することができます。 
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●行の削除 

 

削除したい行の「No」欄をクリックし 

選択します。 

選択した行が反転表示されます。 

 

右クリック－［削除］ 

をクリックします。 

 

削除確認のメッセージが表示され、 

よろしければ［はい］をクリック 

して下さい。 

 

選択した行が削除されます。 

 

 

 

 

● 複数行を一度に削除する場合。 

 

削除したい行の「No」欄を 

複数クリックします。 

（選択した行がすべて 

反転表示されます。） 

 

●行の選択を解除したい場合。 

 

選択を取り消したい行の 

「No」欄を再度クリックして 

下さい。 

（選択されていた行の反転表示が 

解除され通常の表示に戻ります。） 

 

● 行の移動 

 

移動したい行の「No」欄をクリックし、 

マウスのボタンをはなさずに 

移動先までドラッグします。 

 

 

 

 

 

 

移動の目印となる横線が表示されます 

 ので、移動先でマウスのボタンを 

 はなして下さい。 

 

 対象行が指定の位置に移動します。 

 

マウスのボタンをクリックした 

まま移動すると、マウス 

カーソルが  に変わります。 

移動の目印 

「No」欄を 

クリック 
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積算 
積算条件を変更する（再実行） 

自動積算で作成済みの代価表の選択条件を変更することを 

「再実行」と呼びます。 

 

 

１．［再実行］をクリックする  

 

「第 1 号明細書」画面にて、 

「掘削」の左側の   を 

 

ダブルクリックして表内に入り、 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．選択条件を変更する    

 

「自動積算」の画面が開きます。 

 

変更したい条件を画面左の  

質問内容でクリックします。 

 

 

 

条件の変更後、「確定」をクリック 

すると、条件を変更した 

土砂等運搬の代価表が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

変更したい 

質問をクリック 
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積算 
（手動で作成） 

「躯体工」第 2号明細代価表を作成する 

 

次に、ここでは当工事に「躯体工」を作成します。 

 

１．「第2号明細代価表」を作成する   

 

「本工事費内訳書」が表示されていることを確認し、ツールバーの   をクリックします。 

 

画面に「明細代価表」が一行追加されます。 

名称欄のカーソルが点滅し、文字入力ができる状態になります。 

 

「躯体工」と入力し［Enter］キーを押して確定します。 

 

 

 

 

5行目の   をダブルクリックすると 

 

「当り数量の入力」画面が表示されますので 

入力します。 

 

「第2号明細代価表」画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

③ダブルクリック 
②「躯体工」と入力し 

[ENTER]キー 

① クリック 
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積算 自動積算をする（検索） 

ここでは、検索機能を利用してみましょう。 

 

該当する工種および単価を検索します。 
工種（単価）名称の一部を入力して検索することができます。 

 

１．［積算］をクリックする    

 

「第2号明細書」画面にて、ツールバーの をクリックします。 

 

「工種」画面が表示されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．検索画面を表示させる     

 

ツ ー ル バ ー の   をクリックします。 

 

 

 

 

 

「検索条件」を設定する      

画面が表示されます。 
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３．検索を行う       

 

「基礎砕石工」という 

工種を探してみます。 

 

 

① 検索データを 

入力します。 

ここでは例として 

「基礎砕石」と 

入力します。 

 

② 次に検索条件を 

選択します。 

ここでは、 

例として「名称」を 

選択して下さい。 

 

③ 次に検索範囲を選択します。 

「工事の歩掛区分を検索」 

にチェックを入れると検索結果が絞り 

やすくなります。 

 

④よろしければ［検索］をクリックします。 

 

 

 

 

 

検索結果より、該当する工種を  

ダブルクリックして積算を行い

ます。  

 

注）検索が出来なかった場合は、

キーワードを変更し 

再検索を行ってください。  

文字を単語で区切り、スペースを

空けて検索すると、ヒットしやす

いです。  

例：「基礎砕石」→「基礎 砕石」 

 

 

 

検索結果に該当の工種が表示されなかった場合は  

「オプション」をクリックし  

「工事の歩掛区分を検索」の チェックを外し、再度全ての省庁より歩掛検索をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ①  

② 
 

③ 
 

単語と単語の間にスペースを入れる 
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４．検索結果が表示されます  

 

 

①「工種」画面下部に検索結果が

表示されます。 

 

 

 

 

 

②検索結果より該当する工種 

の   をダブルクリックしま

す。 

 

 

 

③選択した細別 

（工種または種別の場合もありま

す）へ 

カーソルが移動します。 

 

 

 

５．細別を選択する      

 

「工種」画面右側の「名称」欄

にて「基礎砕石」をダブルクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「基礎砕石」の自動積算を実行する  

 

「工種」画面右側の「名称」欄にて 

「新規」をダブルクリックします。 

 

 自動積算が開始されます。 

 

 

 ① 

② 

③ 
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７．積算条件を選択する    

 

積算条件の選択を行い[確定]をクリック 

します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

８．代価表を作成する     

 

画面左側に「選択内容」が 

表示されます。 

この条件を用いて代価表を 

作成します。 

 

 

選択内容を確認し、 

選択した条件が正しければ、 

「質問内容」最下行の「確定」 

または、画面上部の「確定」を 

クリックします。 

代価表が作成されます。 

 

 

 

 

９．数量を入力する      

 

「第2内訳書」画面に戻り、 

「数量」欄にカーソルが移動します。 

 

 

キーボードから「157」と入力します。 

数量（157）×単価の値が「金額」欄に 

自動集計されます。 

 

 

「上へ」をクリックし、「第2号内訳書」へ戻ります。 

 

 

 

直接工事費の積上げが終わりましたら、経費計算を行います。 

「②間接費～経費計算」にお進みください。 

施工パッケージは  マーク 

で表示されます。 

157 

 


